










（ 続紙 １ ）                             
京都大学 博士（地域研究） 氏名  園田 浩司 
論文題目 
 


















































（続紙 ２ ）                            
（論文審査の結果の要旨） 
 
 これまでの狩猟採集民社会の子ども研究においては、「大人の子どもへの寛大さ
（indulgence）」「気楽な（easygoing）関係」「教えること（teaching）は珍しい」といった
記述がなされてきた。つまりそこでは、明示的な「教育」と言えるものは希薄である、と
いうことが主張されてきたのである。本論文では、綿密な会話分析的手法を用いて、こう
いったいわばお座なりな解釈を排し、狩猟採集民社会における子どもの相互行為の、より
深い理解に到達することがと試みられている。 
 本研究は、カメルーン東南部に居住する狩猟採集民バカを対象とした長期のフィールド
ワークに基づいている。研究において特筆される貢献は、以下の3点である。 
 まず第1点は、その研究の手法および分析視点である。本研究では、手法としては会話分
析（conversation analysis）が用いられている。よく知られているように、会話分析は会話の
音声の詳細な書き起こしをデータとし、そこで起こっている相互行為的状況がいかにして
組織化されているかを明らかにするという方法論である。この手法によって、人々がおこ
なっているミクロな相互行為の方略をあらわにすることが可能になる。狩猟採集民の研究
においても、この方法論が用いられた例はあるが、本研究においては、次の2点が独創的で
ある。ひとつは、子どもの会話を対象にしたことである。子どもと大人はさまざまな意味
で非対称な関係にあるが、そういった関係の中で、どのような相互行為がおこなわれるか
が興味の対象となっている。実際、園田氏がこの研究を始めた一つのきっかけは、バカに
おいては大人と子どもがいかにも対等にやりあっていたさまに驚いたことだったという。
もうひとつは、生業活動の中での会話が扱われていることである。従来の狩猟採集民にお
ける会話分析研究は、複数人がベンチに座っているなど、「会話しかすることがない」状
況が対象となることが多かった。狩猟採集という生業活動がどのように相互行為に関連し
ているかを見るには、この研究のような場の選択は必須であろう。 
 第2点めの貢献は、上記のような手法を用いて、狩猟採集民の教育観を転換したことであ
る。一見すると「教育が存在しない」と言われてきた狩猟採集民社会ではあるが、ミクロ
な会話分析、相互行為分析をおこなってみると、大人たちには、目立たない形ではある
が、「子どもの行為を受ける」さらには「子どもの行為に相乗りする」というやり方で、
子どもの行為の志向性を引き出そうとする態度が見られることが明らかになった。こう
いったやり方は、学校教育に典型的なI-R-E連鎖（Initiation「○○は何ですか？」－Response 
「××です」－Evaluation「よくできました」といった）とは対照的だと言える。一方、子
供たちも、大人のそのような容認的な態度のもとで、自らの行動規範を追認したり、ある
いは会話への参与をめぐる駆け引きをおこなったりと、主体的に自らの言語的な社会化を
おこなっている。さらに子どもだけでおこなう集団猟においては、通常の会話における
「やり取り」の枠組みに乗らない共同構築的な発話がおこなわれていることが明らかに
なった。こういった傾向は狩猟採集民の大人の会話においては確認されているが、それが
すでに子どもの段階から生じていることが示されたのである。 
 第3点として、こういった子ども－大人関係は、人類学、相互行為論の領域だけではな
  
く、教育学においても大きなインパクトを持つと考えられる。もちろん「子どもの自主
性・主体性を尊重する」というスローガンは目新しいものではないが、それを実行しよう
としても、どうしてもそこに何らかの意味での「大人の指示」が紛れ込んでしまう、とい
う状況から脱するのは困難なのである。もちろん、バカたちのやっていることをダイレク
トに先進国の教育現場に持ち込むのは難しいが、バカ社会で何が起こっているかをきちん
と見きわめ、そこから学んでいくことは、本研究の延長として大きな可能性を孕んでいる
と言えるだろう。 
 会話分析を含む相互行為研究は、ともすれば「それはわれわれも普通にやっていること
ではないのか」「そこでいったい何が面白いのか」といった批判にさらされる。そういっ
た批判を真摯に受け止めつつ、フィールドで感じたバカの相互行為の不思議さをけっして
手放さず、リアリティを持つ記述をおこなおうとしてきた園田氏の努力は本論文に結実し
ており、高く評価できる。またそこから、今後の狩猟採集民研究や教育学における新しい
展開が期待できる。 
 よって、本論文は博士（地域研究）の学位論文として価値あるものと認める。また、平
成28年2月1日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合格と認め
た。 
 なお、本論文は、京都大学学位規程第14条第2項に該当するものと判断し、公表に際して
は、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
